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（平成２８年２月２５日） 
 
 

出席者 
	
 飯野佑一、小山徹也、福田利夫、大山良雄、白倉賢二、込谷淳一、小山	
 洋	
 	
 	
 	
  
安部由美子、浅尾高行、対馬義人、饗場庄一、木谷泰治、長嶋起久雄	
 	
 	
 	
 	
 	
  
森川昭廣、山田邦子、鈴木	
 忠、都築	
 靖、植竹	
 敏、寺内正紀、学友会５名 
 

報	
 告	
 事	
 項 
１．法人のその後の活動について 

森川理事長から、本振興会設立時の目標の一部でもあり、公益事業の一環として学

会の助成を行う。平成２９年４月に日本外科学会定期学術集会を病態総合外科学桑野

教授が会頭で開催される。学会の助成を行政庁と調整を行っております。本振興会で

初めてのケースで群馬大学医学部に協力できることを期待し、尽力したいと思います。 
 

２．医学部代表者及び新任教授との懇談会について 
	
 	
 白倉幹事長から、２月１９日（金）１８：３０～	
 石井ホールで開催した「医学部

代表者及び新任教授との懇談会」について概要の報告があった。 
	
 	
 なお、肝胆膵外科学調	
 憲新任教授は、緊急手術で欠席のため、メッセージを幹事

長が披露した。 
・医学部代表出席者	
 平塚学長、和泉副学長、峯岸病院長、小山教務部会長・同窓会副会

長 
・新任教授は、リハビリテーション医学和田直樹教授 

・同窓会出席者	
 飯野会長、饗場顧問、山中顧問、西松副会長、梅枝副会長、猿木副会長	
 	
 

大山副会長、松崎副会長、白倉幹事長、込谷会計 

 
３．退任記念送別会について 
	
 	
 	
 飯野会長から、資料１に基づき３月３日（木）１８：３０～	
 刀城会館で開催予定

の「退任記念送別会」の次第について報告があった。	
 	
  
退任教授は、医学系研究科・眼科学岸	
 章治教授､整形外科学高岸憲二教授、保健学

研究科・生体情報検査科学福田利夫教授、生体調節研究所岡島史和教授､ 
小島	
 至教授、5名の第二の人生の門出を祝いたいので、出席方宜しくお願いします。 

 
５．その他 
	
 	
 	
 会員の逝去について 
	
 	
 	
 白倉幹事長から、会員の逝去について報告があり、飯野会長より物故会員へ黙祷を

捧げた。 
	
 	
 高	
 橋	
 利	
 雄	
 	
 先生	
 （昭和３７年卒）	
 平成２８年	
 ２月	
 １日	
 逝去 



 
 

	
 玉	
 田	
 太	
 朗	
 	
 先生	
 （特別会員）	
 平成２７年１１月２６日	
 逝去 

町	
 山	
 幸	
 輝	
 	
 先生	
 （名誉会員）	
 平成２７年１０月１２日	
 逝去 

益	
 子	
 和	
 夫	
 	
 先生	
 （昭和３４年卒）	
 平成２８年	
 ２月１７日	
 逝去	
 

 
審	
 議	
 事	
 項 

	
 １．平成２７年度新入生歓迎行事について	
 

	
 	
 	
 	
 飯野会長から、資料２に基づき「新入生オリエンテーション」の実施について、

提案説明があり審議の結果、承認され関係役員の出席依頼があった。	
 	
 

 
	
 ２．学術集会補助金について 

小山副会長から、資料３に基づき提案説明があり、審議の結果、承認された。 

日本アンドロロジー学会第 35回学術大会	
 平成２８年６月２４日、２５日 

申請者群馬大学大学院医学系研究科泌尿器科学教授鈴木和浩（１０万円補助） 
 

３．会報編集状況について 
	
 	
 	
 	
 福田会報編集委員長から、資料４（会報 241号 4月１5日発行予定、会報 242号 5

月 3１日発行予定）に基づき、編集状況と訪問インタビューの詳細な説明があり、承
認された。訪問先は福井大学で石塚全先生（病態制御医学講座内科学（３）領域教

授）卒業生を訪問する。 
 
４．名簿編集状況について 
	
 	
 	
 大山名簿編集委員長から、１枚物資料の名簿掲載率（24年度版、27年度版）をご

覧ください。若い先生方の掲載率が低い事でクラス幹事の先生にご尽力いただいた

結果、今回 36％から 62％へアップ致しましたので三年後は尚一層尽力し 100％を目
指したいと思いますので、３月発行よろしくお願いします。	
 審議の結果、承認さ

れた。 
 
５．その他 
	
 １）故矢島祥子先生に関する民事訴訟について 
	
 	
 	
 	
 飯野会長から、同級生の矢島祥吉先生の娘さんで、平成２１年１１月１４日不

審死した祥子先生に関する民事訴訟判決文の写しが送られてきましたので報告し

ます。矢島夫妻は単にお金の問題ではなく、勤務実態の解明と黒川所長（くろか

わ診療所）の正当な評価を求めて裁判を起こした。祥子は、黒川所長と共に２４

時間体制で在宅療養患者に対応してきたが、そのことを一切認めない、不当な判

決でした。	
  
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 次回役員会 

平成２８年３月２４日（木） 
１９：００～〔刀城会館〕 


